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ランピースキン病（LSD）に罹患し、斃死

したホルスタイン子牛の病性鑑定概要を報告

する。 

１ 発生概要 

LSD 発生農家にて 16 日齢の子牛１頭（ホ

ルスタイン種）が、11 月 15 日より元気食欲

不振、発熱、下痢を呈し、全身の皮膚に直径

1～5cm の結節形成がみられたため、臨床獣

医師が往診し、LSD 疑症牛と診断した。治療

継続したが、11 月 25 日に横臥、呼吸困難を

呈し死亡したため、翌日病性鑑定を実施した

（図１）。 

２ 材料および方法 

死亡子牛を用いて、細菌検査、PCR 検査、

病理検査（HE 染色、マッソントリクローム

染色）、in situ hybridization 法、透過型

電子顕微鏡検査を実施した。 

３ 結果 

（１）細菌検査：すべての臓器から大腸菌及

びグラム陰性桿菌を分離した。 

（２）PCR 検査：肺、肝臓、腎臓、一胃結

節、四胃結節、皮膚結節、脳、鼠経リンパ

節、内腸骨リンパ節、角膜、眼房水、鼻腔ス

ワブ、口腔スワブ、尿から LSDV 遺伝子が検

出された。 

（３）病理解剖学的検査：全身皮膚に直径

図１ 発生概要 

1～5cm の結節形成（図 2,3）。鼻腔から咽頭

部にかけて膿様粘液貯留、鼻腔粘膜肥厚し、

白色結節が認められた。舌では舌尖部は白色

調を呈し硬結、舌体部は白色斑が認められ

た。咽喉頭部では複数の白色小結節、潰瘍が

認められた（図 4）。食道、一胃、二胃、気

管粘膜では複数の様々な大きさの白色結節が

認められた（図 5）。肺は水腫様を呈し、小

葉間結合組織が明瞭であった。肝臓表面に小

白色斑が多数認められた（図 6）。主要リン

パ節は腫脹していた（図 7）。

 
図２ 剃毛後の頭部外貌 

 

 

図３ 剃毛後の胴体部外貌 
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図４ 解剖写真① 

 

 

図５ 解剖写真② 

 

 
図６ 解剖写真③ 

 

 

 

 

 

（４）病理組織学的検査：皮膚は角化亢進、

表皮有棘細胞にて過形成、風船様変性、好酸

性細胞質内封入体の形成、核の空胞化がみら

れた（図 8）。真皮では血管周囲にリンパ球

や好中球、好酸性細胞質内封入体を形成した

マクロファージが浸潤し、血管周囲炎や血管

炎がみられた（図 9）。同様の変化は鼻腔、

咽喉頭、咽頭扁桃、気管、舌、食道、一胃、

二胃の白色結節部粘膜や浸潤マクロファージ

にもみられた（図 10,11,12）。肺は肺胞マク

ロファージや気管支粘膜上皮細胞に封入体が

みられ（図 13,14）、小葉間結合組織や肺胸

膜は封入体を形成したマクロファージが高度

に浸潤し、肥厚していた（図 15）。肝臓は白

色結節に一致して肝被膜に封入体を形成した

マクロファージ浸潤がみられた（図 16）。リ

ンパ節は被膜のリンパ管と壊死したリンパ濾

胞周囲に好中球や封入体を形成したマクロフ

ァージが浸潤していた。 

 
図７ 解剖写真④ 
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図８ 皮膚組織所見 

 

 

図９ 皮膚真皮血管炎 

 

 
図１０ 鼻腔粘膜白色斑部 

 

 
図１１ 咽頭扁桃 

 

 

図１２ 食道白色結節部 

 

 
図１３ 肺胞 

 

－3－



 

 

 
図１４ 気管支 

 

 

図１５ 小葉間結合組織 

 

 
図１６ 肝臓白斑部 

 

 

 

 

 

（５）in situ hybridization 法（ISH）：皮

膚、咽喉頭、気管、肺、食道、一胃、肝臓、

扁桃、リンパ節の上皮細胞や浸潤マクロファ

ージの細胞質および細胞質内封入体において

LSDV 遺伝子を標的として陽性シグナルがみ

られた（図 17）。一部、線維芽細胞や血管内

皮細胞、平滑筋細胞においても陽性シグナル

がみられた。 

（６）透過型電子顕微鏡検査（TEM）：皮膚、

扁桃、食道の上皮細胞と浸潤マクロファージ

の封入体にてポックスウイルスの形成成熟が

みられた（図 18）。 

 

４ まとめ 

病理学的検査から、ポックスウイルス感染

の特徴である皮膚や上部消化管、呼吸器の上

皮細胞での感染増殖に加え、浸潤しているマ 

 

図１７ 皮膚の ISH（LSDV 遺伝子標的） 

 

 
図１８ 表皮有棘細胞の TEM 
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クロファージにおいても感染増殖がみられ、

リンパ節や肝臓でも感染マクロファージの浸

潤がみられたことから、LSDV は感染した単

球やマクロファージによって全身に播種さ

れ、上皮組織だけでなく全身に病変形成する

ことが示唆された（図 19）。今回、国内初の

農場内で LSDV 感染した子牛の詳細な検査を

実施し、LSDV 病態解明に貢献した。 

 

図１９ まとめ 
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